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基本目標1 地域における子育ての支援

主要課題(1)地域における子育て支援サービスの充実

①子育て支援サービスの充実

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

子
育
て
福
祉
課

1　保護者の勤務等の都合により、自宅で児童
を監護する人がいない児童を対象に、放課後
に小学校等の空教室を利用して適切な遊び及
び生活の場を与えてその健全な育成を図るこ
とを目的とした事業です。
　平成22年度より、委託運営を社会福祉協議
会へ一本化し、統一したサービスの提供を
行っています。
【平成27年度】
・実施箇所　6箇所（9小学校）
　※移動手段の確保
【平成2８年度】
・実施箇所　8箇所（9小学校）
　※移動手段の確保
【平成29年度】
・実施箇所　8箇所（5小学校）
　平成２９年４月からの小学校再編に合わ
せ、笠松学童保育所を閉所し、宮若西学童保
育所に再編しました。
　また、若宮学童保育所を宮若西学童保育所
に学童名を変更し、定員を４０人増員し、１
２０人としました。
【平成30年度】

　平成27年度以降は児童福祉法の改正
により、対象学年が6年生までになった
ことに伴い、ニーズに対応した受け入れ
体制を整え、今後も各クラブ室の拡張に
向けて協議を行っていきます。
　宮若西学童保育所については、若宮小
学校跡地利活用基本計画に基づいて宮若
西学童保育所の建て替え工事を行う予定
です。
　宮田小学校と宮田東小学校の統廃合に
併せて新たな学童保育所の整備を行う予
定です。
　宮田南学童保育所について、入所児童
の増加に伴い定員を４５人から７０人に
増員し、ニーズに対応した供給体制を整
備していきます。

【令和2年度】
・令和2年４月から宮田南学童保育所の利用定員を70人に増員
・宮若西学童保育所の建築工事に着手
・宮田・宮田東小学校の再編に伴う、新たな学童保育所の設計協議を
進める。
・実施箇所　9箇所（5小学校）

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

　保護者の就労等の理由により、子どもが病
気の際、自宅での保育が困難な場合に、保育
所・病院等において保育する事業です。
　病児対応型、病後児対応型、体調不良型
【平成27年度】
・未実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　平成２７年度に市内の医療施設、保育
施設へ対し、事業実施可能かアンケート
調査を行いましたが、市内での実施は困
難な結果となりました。
　そこで、平成２８年度より鞍手乳児院
において、2市2町(直方市・宮若市・鞍
手町・小竹町)で共同で事業を開始しま
したが、市内の施設での受入施設の確保
が課題となっています。

【令和２年度】
・鞍手乳児院にて実施
・市内の企業主導型保育施設２箇所での実施

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

子
育
て
福
祉
課

2
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

一
時
預
か
り
事
業

　普段家庭において就学前児童を保育してい
る保護者の病気時の対応や育児疲れ解消等を
目的に、一時的に保育を行います。
【平成27年度】
・実施箇所　3箇所
【平成28年度】
・実施箇所　3箇所
【平成29年度】
・実施箇所　3箇所
【平成３0年度】
・実施箇所　3箇所

　児童及び家庭の福祉の向上を図るた
め、今後も継続して実施していきます。
　現在、就労での利用が多く、リフレッ
シュや緊急時の利用がしづらい状況と
なっています。
　子育て支援センターたけんこについ
て、宮若西学童保育所の整備と併せて整
備します。
　子育て支援センターさくらんぼについ
て、宮田小学校と宮田東小学校の統廃合
による学童保育所の整備に併せて整備し
ます。

【令和２年度】
・たけんこを宮若西学童保育所の併設施設として移転するための建築
工事に着手
・さくらんぼを小学校再編に伴う新たな学童保育所の併設施設として
移転するための設計協議を進める。
・実施箇所　３箇所

子
育
て
福
祉
課

2

3子
育
て
短
期
支
援
事
業

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　保護者の疾病等の理由により子どもの養育
が困難になった場合に、一定期間（1週間程
度）、児童福祉施設等において児童を預かる
事業です。
　年齢に応じて鞍手町の鞍手乳児院と岡垣町
の報恩母の家において実施しています。
【平成27年度】
・実施箇所　2箇所
・利用者数　1人（延べ6日）
【平成28年度】
・実施箇所　2箇所
・利用者数　1人（延べ3日）
【平成29年度】
・実施箇所　2箇所
・利用者数　3人（延べ24日）
【平成30年度】
・実施箇所　2箇所
・利用者数　3人（延べ85日）

 　児童及び家庭の福祉の向上を図るた
め、今後も継続して実施していきます。
　また、利用者数が少ないため、広報活
動に努めます。

【令和２年度】
・実施箇所　2箇所
・利用者数　11人（延べ利用日数77日）

子
育
て
福
祉
課

1-1



事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

子
育
て
短
期
支
援
事
業

(

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ

)

　保護者の仕事等の理由により、平日の夜間
又は休日に不在となる家庭の児童を、児童福
祉施設等において養育、保護を行う事業で
す。
　年齢に応じて鞍手町の鞍手乳児院と岡垣町
の報恩母の家において実施しています。
【平成27年度】
・実施箇所　2箇所
・利用者数　0人
【平成28年度】
・実施箇所　2箇所
・利用者数　2人（延べ2日）
【平成29年度】
・実施箇所　2箇所
・利用者数　0人
【平成30年度】
・実施箇所　2箇所
・利用者数　0人

　児童及び家庭の福祉の向上を図るた
め、今後も継続して実施していきます。
　また、利用者数が少ないため、広報活
動に努めます。

【令和2年度】
・実施箇所　2箇所
・利用者数　1人（延べ利用日数１日）

子
育
て
福
祉
課

3

4地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

　子育て支援センターを3箇所に設置し、子
育ての不安に対する相談や援助の実施、親子
の交流の場の提供、講習会等の実施など、地
域の子育て家庭への支援拠点となる取り組み
を実施しています。
【平成27年度】
・実施箇所　3箇所
【平成28年度】
・実施箇所　3箇所
【平成29年度】
・実施箇所　3箇所
【平成３0年度】
・実施箇所　3箇所

　児童及び家庭の福祉の向上を図るた
め、地域の子育て家庭への支援拠点とな
るよう、今後も継続して実施します。
　子育て支援センターたけんこについ
て、宮若西学童保育所の整備と併せて整
備します。
　子育て支援センターさくらんぼについ
て、宮田小学校と宮田東小学校の統廃合
による学童保育所の整備に併せて整備し
ます。

【令和２年度】
・たけんこを宮若西学童保育所の併設施設として移転するための建築
工事に着手
・さくらんぼを小学校再編に伴う新たな学童保育所の併設施設として
移転するための設計協議を進める。
・実施箇所　3箇所

子
育
て
福
祉
課

1-1



事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

　子育てガイドブック「みやわかすくすく」
について、広くサービスや制度の周知を行っ
ています。
【平成27年度】
・改訂なし
【平成28年度】
・改訂　5,000部
【平成29年度】
・改訂なし
【平成30年度】
・改訂なし

　定期的に改訂を行い、適切な情報発信
を行います。また、転入や出生の手続き
の際にガイドブックを配布し、情報が必
要な世帯に漏らさず届けます。

【令和２年度】
・改訂なし

子
育
て
福
祉
課

4

4

利
用
者
負
担
額
（
保
育
料
）
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
納
付

　平日の昼間が忙しく、また育児に追われて
いる方などで金融機関の営業時間内に保育料
の納付ができない場合でも、コンビニエンス
ストアを利用して休日や夜間を問わず、24時
間いつでも納付できるサービスです。
【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　保護者の利便性及び収納率の向上のた
め、今後も継続して実施します｡

【令和2年度】
・実施

子
育
て
福
祉
課

5

育
児
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
（
い
っ
ぽ
）
事
業

　生後2～4ヶ月児を持つ子育て未経験の母親
が集まり、ベビーマッサージや交流会などを
行う中で、母子の愛着形成や育児不安・孤立
化の解消を図る講座を実施しています。（週
1回6週連続）
【平成27年度】
・2回（19組）
【平成28年度】
・4回（27組）
【平成29年度】
・4回（27組）
【平成30年度】
・４回（24組）

　当初は児童虐待防止の取り組みの一環
の補助事業でしたが、平成25年度を
もって補助メニューが廃止となりまし
た。
　子育て支援センター、社会教育課地域
活動支援員と連携しながら、今後も事業
効果を検証し、事業の検討を行っていき
ます。

【令和２年度】
・3回（19組）

子
育
て
福
祉
課

社
会
教
育
課

1-1



事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

5

主
任
児
童
委
員
に
よ
る
子
育
て
相
談

 　主任児童委員が保健師や家庭児童相談員と
連携し、子育てに関する全般について、来所
又は電話による相談に応じています。
【平成27年度】
・12回実施
・会議2回開催
・幼稚園訪問、小学校訪問、中学校訪問
【平成28年度】
・12回実施
・会議2回開催
・私立保育園訪問、幼稚園訪問、小学校訪
問、中学校訪問
【平成29年度】
・12回実施
・会議1回開催
・保育所（園）訪問、幼稚園訪問、小学校訪
問、中学校訪問
【平成30年度】
・12回実施
・会議2回開催
・保育所（園）訪問、幼稚園訪問、小学校訪
問、中学校訪問

　市民の利便性の向上のため、今後も継
続して実施します。

　児童委員については、市民生委員・児童委員協議会に属しているこ
とから、定例会に参加するなど活動支援等を行いました。
【令和２年度】
・定例会６回/年実施
・保育所（園）訪問、幼稚園訪問、小学校訪問、中学校訪問

子
育
て
福
祉
課

健
康
福
祉
課

6

窓
口
延
長
受
付

　仕事等で忙しく、開庁時間に市役所に来庁
できない方のために、毎週木曜日、本庁市民
係の窓口の延長を行っています。
【平成27年度】
・窓口開設回数　51回
・利用者数　167人
【平成28年度】
・窓口開設回数　47回
・利用者数　147人
【平成29年度】
・窓口開設回数　50回
・利用者数　202人
【平成30年度】
・窓口開設回数49回
・利用者数　263人

　市民の利便性の向上のため、今後も継
続して実施します。

【令和２年度】
・窓口開設回数49回
・利用者数　361人

市
民
課

1-1



事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

利
用
者
支
援
事
業

【
新
規
】

 　保健師等が、妊娠期から子育て期にわたる
まで母子保健や育児に関する妊産婦等から
様々な相談に応じ、その状況を継続的に把握
し、支援を必要とする者が利用できる母子保
健サービス等の情報提供を行うとともに、関
係機関と協力して支援プランの策定などを行
います。

　平成３０年度より母子保健型の利用者
支援事業を実施しています。今後も継続
して実施します。

【令和２年度】
・実施

健
康
福
祉
課

6

1-1



基本目標1 地域における子育ての支援

主要課題(2)保育サービスの充実

①保育サービスの充実

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

通
常
保
育
事
業

保護者が日中就労等のために保育ができない
児童を認可保育所で保育する事業で、市内に
は４箇所の保育所及び1箇所の認定こども園
があります。
　市内2箇所あった公立保育所のうち、平成
２５年４月より1箇所を民営化しました。
　また、市内に１箇所あった公立保育所と認
定こども園を平成３１年３月末で閉園し、平
成３１年４月より新たに私立保育園１箇所と
私立認定こども園１箇所を開園しました。

【平成2７年度】
・保育所数　４箇所
・認定こども園　1箇所
【平成28年度】
・保育所数　４箇所
・認定こども園　1箇所
【平成29年度】
・保育所数　４箇所
・認定こども園　1箇所
【平成30年度】
・保育所数　４箇所
・認定こども園　1箇所

　待機児童解消のため、施設整備、保育
士の確保に努めながら、今後も継続して
実施します。
　宮若市立第２保育所（定員109人）
と宮若市立認定こども園さくら幼児園
（保育所籍120人・幼稚園籍40人）
は、平成31年３月末で閉園しました。
　平成31年４月より、なないろ保育園
２と宮若さくらこども園が開園し、なな
いろ保育園２の定員は75人、宮若さく
らこども園の定員は保育所籍（185
人）及び幼稚園籍（45人）合わせて
230人です。
　宮若市立第２保育所と宮若市立認定こ
ども園さくら幼児園の閉園と新たな保育
園と認定こども園の開園により、定員は
保育所籍31人・幼稚園籍５人増えてい
ます。

【令和２年度】
・保育所数　４箇所
・認定こども園　1箇所

子
育
て
福
祉
課

7

1-2



事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

8認
定
こ
ど
も
園

　保育所と幼稚園という枠組みを超えて、子
どもたちに共通の保育・教育環境を提供し、
適切な幼児期の集団の中で育ち合う場を確保
しながら、さらに小学校とのふれあい活動等
を通じて、スムーズに小学校へ入学できるよ
う、就学前の一貫した児童の育成を実施して
います。
　平成２１年度からさくら幼児園として公立
の認定こども園を運営していましたが、平成
３１年３月末で閉園し、平成３１年４月から
は私立の認定こども園を開園しています。

【平成27年度】
・実施箇所　1箇所
【平成28年度】
・実施箇所　1箇所
【平成29年度】
・実施箇所　1箇所
【平成30年度】
・実施箇所　1箇所

　保護者の就労の状況にかかわらず受け
入れが可能な認定こども園のメリットを
生かし、認定こども園による教育・保育
の一体的な提供を継続していきます。
　宮若市立認定こども園さくら幼児園
（保育所籍120人・幼稚園籍40人）は
平成31年３月末で閉園しました。
　平成31年４月より宮若さくらこども
園が開園し、宮若さくらこども園の定員
は保育所籍（185人）及び幼稚園籍
（45人）合わせて230人です。
　宮若市立認定こども園さくら幼児園の
閉園と新たな認定こども園の開園によ
り、認定こども園の定員は保育所籍65
人・幼稚園籍５人増えています。

【令和２年度】
・実施箇所　1箇所

子
育
て
福
祉
課

延
長
保
育
事
業

　保護者が日中就労等のために保育ができな
い児童を認可保育所で保育する事業で、市内
には3箇所の保育所及び1箇所の認定こども園
があります。
　市内2箇所あった公立保育所のうち、平成
２５年４月より1箇所を民営化しました。
　また、市内に１箇所あった公立保育所と認
定こども園を平成３１年３月末で閉園し、平
成３１年４月より新たに私立保育園１箇所と
私立認定こども園１箇所を開園しました。

　待機児童解消のため、施設整備、保育
士の確保に努めながら、今後も継続して
実施します。
　宮若市立第２保育所（定員109人）
と宮若市立認定こども園さくら幼児園
（保育所籍120人・幼稚園籍40人）
は、平成31年３月末で閉園しました。
　平成31年４月より、なないろ保育園
２と宮若さくらこども園が開園し、なな
いろ保育園２の定員は75人、宮若さく
らこども園の定員は保育所籍（185
人）及び幼稚園籍（45人）合わせて
230人です。
　宮若市立第２保育所と宮若市立認定こ
ども園さくら幼児園の閉園と新たな保育
園と認定こども園の開園により、定員は
保育所籍31人・幼稚園籍５人増えてい
ます。

【令和２年度】
・実施個所　５箇所

子
育
て
福
祉
課

9
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

9病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

【
再
掲
】

1-1参照 子
育
て
福
祉
課

10

一
時
預
か
り
事
業

【
再
掲
】

1-1参照 子
育
て
福
祉
課

10

保
育
士
確
保
対
策
の
強
化

【
新
規
】

　待機児童解消のため、市内私立保育園等に
勤務する保育士等に対し、就労支援給付金や
家賃補助を行うことで、保育士等確保及び離
職防止並びに定住化の促進を図ることを目的
とした事業を実施しています。
　また、保育士等の負担軽減のため、保育事
業者に保育士資格のない短時間勤務の保育補
助者の雇い上げに必要な経費を支援します。

【平成２８年度】
・実施
【平成２９年度】
・実施
【平成３０年度】
・実施

　今後も継続して実施します。 【令和２年度】
・就労支援金受給者数　39人
・家賃補助金受給者数　３人
・保育補助者雇上活用園数　３園

子
育
て
福
祉
課

1-2



基本目標1 地域における子育ての支援

主要課題(3)子育て支援のネットワークづくり

①地域における子育て支援活動の推進

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

11

子
育
て
サ
ロ
ン

　妊婦さんや未就園児とその家族が気軽に遊
びに来ることができるスペースです。
　また、地域ぐるみで子育てを楽しみ、学び
合い、支え合っていく場所です。

【平成27年度】
・実施箇所　２箇所
【平成28年度】
・実施箇所　1箇所
【平成29年度】
・実施箇所　１箇所
【平成30年度】
・実施箇所　１箇所

　子育てに関する情報交換や悩み相談の
場の提供のため、今後も継続して実施し
ます。

 今後も継続して実施します。

【令和２年度】
・未実施（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため）

社
会
教
育
課

11

宮
若
市
子
育
て
連
絡
会
「
き
ら
り

ん
」

　３つの子育てサークルをあわせた子育て連
絡会です。
　相互の交流と親睦を深め、連携すること
で、子どもたちの健やかな育ちを支援してい
くことを目的に、活動を行っています。

【加入サークル名】
・鞍手竜徳高校子育てサロン
・子育てネットワーク「つくしんぼ」

　子育て支援センターとの連携につい
て、検討します。

　現在は、市との定期的な会議は行われていませんが、子育て支援セ
ンターとの連携について、検討します。

【加入サークル名】
・鞍手竜徳高校子育てサロン
・子育てネットワーク「つくしんぼ」

子
育
て
福
祉
課

1-3



事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

12関
係
各
課
の
連
携
強
化

　子育て支援に関連する各種施策について
は、関係各課が連携を図りつつ、福祉・保
健・生涯学習の視点からそれぞれに事業を展
開しています。
【福祉】
　子育て支援センターや子育てサークル、
「子育てガイドブック」をもとに子育て支援
事業について、広く市民に周知を行っていま
す。
【保健】
　関係機関との情報共有を強化し連携を蜜に
おこなうため、平成30年度より宮若市子育て
世代包括支援センターを開設しました。
【生涯学習】
　社会教育課の子育て支援事業として実施し
ている子育てサロン、子育て講座・講演会な
どにおいて関係する各課と連携しています。

　子育て支援に関する施策の充実のた
め、今後も継続して取り組みます。

【生涯学習】
・子育てサロンや子育て講座等を実施します。
【保健】
　家庭児童相談員や関係機関との連携を密にし、情報の共有化
を図っています
【子育て】
　子育て支援センターや子育てサークル、「子育てガイドブック」を
もとに子育て支援事業について、広く市民に周知を行っています。

子
育
て
福
祉
課

健
康
福
祉
課

社
会
教
育
課

1-3



基本目標1 地域における子育ての支援

主要課題(4)子どもの健全育成

①交流・体験活動の促進

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

13

学
校
週
5
日
制
事
業

　子どもたちに体験活動の機会を提供するた
め、学校休業日（主に土曜日）を活用し、地
域の小学生、中学生を対象に社会体験などの
様々な活動を体験させ、自ら学び、自ら考え
る力や豊かな人間性、健康でたくましく生き
るための力を育んでいます。

【平成27年度】
・わいわいサークル
【平成28年度】
・わいわいサークル
【平成29年度】
・わいわいサークル
【平成30年度】
・わいわいサークル

　今後も継続して実施します。 今後も継続して実施します。

【令和２年度】
・未実施（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため）

社
会
教
育
課

13

リ
コ
リ
ス
子
ど
も
ま
つ
り

　地域ボランティアによる「リコリス子ども
まつり実行委員会」を組織し、子どもたちが
遊びながら学ぶことを目的として、年に一
度、リコリス子どもまつりを開催していま
す。
【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　今後も継続して実施します。 　今後も継続して実施します。

【令和２年度】
・未実施（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため）

社
会
教
育
課

1-4①～③



事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

14サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス
プ
リ
ン
グ
チ
ャ

レ
ン
ジ

　春休みや夏休みの期間、小学生を対象に、
料理教室・工作体験などの体験活動を行って
います。指導はボランティアスタッフと地域
活動指導員があたります。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

今後も継続して実施します。 今後も継続して実施します。

【令和２年度】
・サマーチャレンジ　未実施（新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため）
・スプリングチャレンジ　実施

社
会
教
育
課

1-4①～③



②子どもの居場所づくり

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

公
民
館
等
の
開
放
促
進

　地域の子どもたちが歩いていける、自転車
でいける距離にある公民館などで、子どもの
居場所づくりを促進するものです。

【平成27年度】
・未実施
【平成28年度】
・未実施
【平成29年度】
・未実施
【平成30年度】
・未実施

　現在の時点では実施予定はありませ
ん。

　施設の施錠や安全管理等が懸念されるため、今後も開放に向け検討
いたします。

【令和２年度】
・未実施

社
会
教
育
課

15

学
校
教
育
課

15放
課
後
子
ど
も
教
室

　共働き家庭等の小学生の遊び・生活の場を
確保するとともに、次代を担う人材を育成す
る観点から、「放課後子ども総合プラン」に
基づき、小学校の余裕教室等を利用した子ど
もの居場所づくりを進めるものです。

【平成27年度】
市内3小学校及び１中学校にて開設
【平成28年度】
市内4小学校及び１中学校にて開設
【平成29年度】
市内5小学校及び2中学校にて開設
【平成30年度】
市内5小学校及び2中学校にて開設

　今後も継続して「みやわかアフター・
スクール」事業に取り組みます。

【令和２年度】
市内５小学校及び２中学校にて開設

1-4①～③



③子どもの健全育成事業の促進

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

子
育
て
福
祉
課

17

社
会
教
育
課

16

16社
会
教
育
課

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

　４か月検診時に絵本を無料で配布し、図書
司書が絵本などを手渡ししながらあかちゃん
と本を読む楽しさや方法などについて伝えて
います。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　今後も継続して実施します。 　今後も継続して実施します。

【令和２年度】
・実施

　今後も継続して実施します。

【令和２年度】
・実施(新型コロナウイルス感染症拡大防止のため表彰式のみ実施)

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業

【
再
掲
】

1-1参照

少
年
の
主
張
大
会

　「子ども・若者育成支援強調月間（１１
月）」にあわせ、住民の青少年健全育成に関
する理解を深めるため青少年育成市民会議と
連携して実施しています。市内の小学５年生
～中学３年生の代表による作文の発表と表彰
を行っています。毎年１１月に実施していま
す。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　今後も継続して実施します。

1-4①～③



基本目標2 母性並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進

主要課題(2)学童期・思春期から成人期に向けた保健対策の充実

①思春期保健に関する意識の涵養

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

24

性
教
育

　豊かな人間性と性に対する正しい知識や意
識を身につけることを目的として、市内の全
小中学校において、思春期特有の心身の悩
み、不安、性についての相談や指導を実施し
ています。
　近年頻繁に問題視されているSNS等を利用
した犯罪などを防止するために、保護者啓発
も行っています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　今後も継続して実施します。 【令和２年度】
・実施

学
校
教
育
課

24

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置

　スクールカウンセラーを活用した生徒指導
体制の充実を図っています。

【平成27年度】
・配置数　４人（県費３・市費１）
【平成28年度】
・配置数　3人（県費２・市費１）
【平成29年度】
・配置数　3人（県費２・市費１）
【平成30年度】
・配置数　3人（県費２・市費１）

　今後も児童生徒への心理的側面からの
支援を充実させるため、県費のスクール
カウンセラーの継続配置を要望し、また
市費のスクールカウンセラーについても
継続配置をしていきます。

【令和２年度】
・配置数　2人　※実際の配置数（県費２・市費2）

学
校
教
育
課

2-2



事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

25

薬
物
乱
用
防
止
教
育
等

　全小中学校において、喫煙や薬物乱用防止
教育等を発達段階に応じて実施しています。
　小学校では、たばこやお酒、シンナーの害
について、中学校では、喫煙や薬物による薬
物乱用防止等についての学習及び研修会を関
係機関と連携して実施しています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　今後も継続して実施します。 【令和２年度】
・実施

学
校
教
育
課

25

十
代
の
自
殺
対
策

　十代の自殺死亡率の減少のため、幅広い関
係者が児童生徒の問題行動の未然防止や自殺
の兆候の早期発見等に取り組むことや、生徒
の心のケアのための相談体制の充実を行いま
す。

【平成27年度】
・講演会の実施
【平成28年度】
・教育相談事業の実施
【平成29年度】
・教育相談事業の実施
【平成30年度】
・教育相談事業の実施

　平成24年度より、一般市民を対象と
した自殺対策講演会を開催し、本市にお
ける自殺予防のための取り組みを開始し
ています。令和元年度より若年層対策事
業として、市内の中学生を対象に自殺対
策講演会を開催し、生徒の自殺を未然に
防げるよう努めます。
　平成26年4月より教員支援センター
を設置し、センター内に教育相談室を設
置しています。（※教育相談電話も開
設）
　また、宮若市いじめ防止基本方針を策
定し、いじめを未然に防止し、早期発見
に取り組むための組織を設置し、適切な
対応ができるように取り組みの充実を
図っていきます。

【令和２年度】
・教育相談事業の実施

健
康
福
祉
課

学
校
教
育
課

2-2



基本目標2 母性並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進

主要課題(1)妊産婦・乳幼児に関する切れ目のない保健対策の充実

①母子保健事業の充実

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

18

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　本市に住所を有し、妊娠届を提出した方に
母子健康手帳を交付しています。
　また、交付時に母子健康手帳の使用方法等
の説明を行い、母子保健事業の紹介を行って
います。

【平成27年度】
・交付人数 209人
【平成28年度】
・交付人数 214人
【平成29年度】
・交付人数 217人
【平成30年度】
・交付人数 178人

　今後も継続して実施します。 【令和２年度】
・交付者数 　１７１人

健
康
福
祉
課

18

妊
婦
一
般
健
康
診
査

　本市に住所を有する妊婦を対象に、妊婦健
康診査補助券を交付し、母子の妊娠経過など
確認のため受診について勧奨しています。現
在14回分の補助券を配布しています。

【平成27年度】
・受診者数 2,521人
【平成28年度】
・受診者数 2,474人
【平成29年度】
・受診者数 2,765人
【平成30年度】
・受診者数 2,326人

　今後も継続して実施します。 【令和２年度】
・受診者数 　２，１１６人

健
康
福
祉
課
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

19

乳
幼
児
健
康
相
談

　乳幼児を持つ親を対象に、保健　乳幼児を
持つ親を対象に、保健師・助産師・栄養士に
よる健康相談及び育児相談を、保健センター
にて毎月1回実施しています。

【平成27年度】
・回数 12回
・人数(延)    285人
【平成28年度】
・回数 12回
・人数(延)    254人
【平成29年度】
・回数 12回
・人数(延)    305人
【平成30年度】
・回数 12回
・人数(延)    397人

　相談内容に多様なニーズがあるため、
個々の特性に応じて個別相談や訪問指導
を強化します。

【令和２年度】
・回数 　１１回
・人数(延)　 １０４人

健
康
福
祉
課

19

予
防
接
種

　予防接種法に基づき、定期接種を実施し、
乳幼児からの感染を予防します。

【平成27年度】
・実施項目 11項目
・接種人数(延)   4,545人
【平成28年度】
・実施項目 12項目
・接種人数(延)   5,008人
【平成29年度】
・実施項目 12項目
・接種人数(延)   5,137人
【平成30年度】
・実施項目 12項目
・接種人数      5,294人

　感染症のまん延防止のため、今後も継
続して定期予防接種の接種勧奨を実施し
ます。

【令和２年度】
・実施項目 　12項目
・接種人数(延)　４，８８３ 人

健
康
福
祉
課
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

20

乳
幼
児
発
達
相
談

　1歳6ヶ月児・3歳児健診の結果や保護者の
相談などから、発達に課題が疑われる幼児を
対象に、臨床心理士・言語聴覚士・作業療法
士による発達相談を実施しています。

【平成27年度】
・回数　36回
・受診者数（延）　180人
【平成28年度】
・回数　36回
・受診者数（延）　153人
【平成29年度】
・回数　36回
・受診者数（延）　185人
【平成30年度】
・回数　36回
・受診者数（延）　205人

　平成30年度より作業療法士による相
談を開始し、専門的支援を充実させてい
ますが、年々受診者数が増加傾向にあり
ます。障がいの原因となる疾病等の早期
発見・早期治療を推進するため、内容・
回数等を検討しながら、今後も継続して
実施します。

【令和２年度】
・回数　６６ 回
・受診者数(延)　 ２７８人

健
康
福
祉
課

20

２
歳
児
歯
科
健
診

　満2歳児を対象に、2歳児歯科健診を年4回
実施しています。
　歯科健診と歯科衛生士による歯の保健指導
と、希望者にはフッ素塗布等を実施していま
す。

【平成27年度】
・回数　4回
・健診受診者（延）　166人
・フッ素塗布（延）　298人
【平成28年度】
・回数　4回
・健診受診者（延）　165人
・フッ素塗布（延）　287人
【平成29年度】
・回数　4回
・健診受診者（延）　176人
・フッ素塗布（延）　362人
【平成30年度】
・回数　4回
・健診受診者（延）　151人
・フッ素塗布（延）　274人

　今後も継続して実施します。 【令和２年度】
・未実施（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため）

健
康
福
祉
課
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

22

乳
幼
児
健
診

　毎月保健センターにて、乳児（4ヶ月児・
7ヶ月児・12ヶ月児）、1歳6ヶ月児・3歳児
に対して、乳幼児の発達に関する健診を実施
しています。
　以下、受診者数
【平成27年度】
・乳児健診　696人
・1歳6ヶ月児健診　210人
・3歳児健診　215人
【平成28年度】
・乳児健診　624人
・1歳6ヶ月児健診　138人
・3歳児健診　188人
【平成29年度】
・乳児健診　610人
・1歳6ヶ月児健診　199人
・3歳児健診　239人
【平成30年度】
・乳児健診　648人
・1歳6ヶ月児健診　212人
・3歳児健診　226人

　未受診者に対し、通知や訪問などで積
極的な受診勧奨を行い、受診率の向上に
努めます

【令和２年度】
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止の月あり。
・乳児健診　３０９人
・1歳6ヶ月児健診　２１３人
・3歳児健診　２０２人

健
康
福
祉
課

21

健
康
教
育

親
子
遊
び
教
室

　生後1歳頃から小学校就学前の乳幼児とそ
の親を対象に、年4回、幼児教育専門家によ
る親子のふれあい教室を実施していました
が、同様の事業が他課でも行われているため
健康福祉課においては平成30年度より事業終
了といたしました。今後については、子育て
支援センターにおいて実施しています。

【平成27年度】
・回数　4回
・人数（延）　99人
【平成28年度】
・回数　2回
・人数（延）　31人
【平成29年度】
・回数　2回
・人数（延）　71人
【平成30年度】
・回数 12回
・人数(延) 　502人

　子育て支援センターにおいて実施しま
す。

【令和２年度】
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止の月あり。
・回数　3回
・人数(延)　 31人

子
育
て
福
祉
課
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

23

健
康
教
育

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

　健診等で事業の周知を図りながら、今後も
継続して実施します。

【平成27年度】
・回数　11回(雪のため1回中止)
・人数（延）　364人
【平成28年度】
・支援センター事業として実施（年3回）
・回数　３回
・人数（延）　73人
【平成29年度】
・支援センター事業として実施（年６回）
・回数　6回
・人数（延）　166人
【平成30年度】
・支援センター事業として実施（年5回）
・回数　5回
・人数（延）　173人

　子育て支援センターにおいて実施しま
す。

【令和２年度】
・支援センター事業として実施（年5回）
・回数　5回
・人数（延）　173人

子
育
て
福
祉
課

22

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業

  子育ての孤立化を防ぎ、居宅にて様々な不安
や悩みを聞き、地域の中で子どもが健やかに
育成できる環境整備を行うために、生後4ヶ
月までのすべての乳児のいる家庭を、保健
師・助産師・看護師等が訪問します。

【平成27年度】
・組数（延）　226組
・訪問率　100％
【平成28年度】
・組数（延）　207組
・訪問率　100％
【平成29年度】
・組数（延）　219組
・訪問率　95.6％
【平成30年度】
・組数（延）　205組
・訪問率　100％

　自宅訪問できない場合は、来所等で母
子のフォローを行います。

【令和２年度】
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止あり。
・組数(延)　１９４組
・訪問率　８１．４％

健
康
福
祉
課
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

23妊
産
婦
及
び
乳
幼
児
訪
問
指
導

　妊産婦及び乳幼児の健康の保持・増進を図
るとともに、子どもの健やかな成長を支援す
るために、対象者に電話連絡し、日程調整の
上、保健師・助産師又は栄養士が訪問指導を
実施しています。

【平成27年度】
・人数（延）　326人
【平成28年度】
・人数（延）　440人
【平成29年度】
・人数（延）　495人
【平成30年度】
・人数（延）　482人

　養育支援等の専門的支援が必要な家庭
が増加傾向にあるため、関係機関と連携
し、今後も継続して実施します。

【令和２年度】
・人数(延)　２９６人

健
康
福
祉
課
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基本目標2 母性並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進

主要課題(3)「食育」の推進

①「食育」の推進

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

学
校
給
食
で
の
食
育
の
推
進

　毎日の給食献立が「生きた教材」として活
用できるよう、地元農産物を使用して、郷土
料理、世界の料理、行事食、旬の食材を生か
した季節の料理等の献立の作成に取り組んで
います。
　また、自己管理能力を身につけるためにセ
レクト給食や、自校方式ではバイキング給食
を取り入れています。
　この他、各クラスに献立を生かした毎日の
一口メモを配布し、食に関する指導に役立て
ています。
　保護者に対しては、毎月一口メモを添えた
献立表や給食だより・食育だよりを配布する
ほか、給食試食会や料理講習会等において、
栄養教諭や学校栄養職員が講話を行い、望ま
しい食生活の啓発に努めています。

【平成27年度】
・地場産野菜の導入
・郷土、行事、地域（国内、国外）の料理
・セレクト給食
【平成28年度】
・地場産野菜の導入
・郷土、行事、地域（国内、国外）の料理
・セレクト給食
【平成29年度】
・地場産野菜の導入
・郷土、行事、地域（国内、国外）の料理
・セレクト給食
【平成30年度】
・地場産野菜の導入
・郷土、行事、地域（国内、国外）の料理
・セレクト給食

　規定の栄養量の供給と安全でおいしい
給食を提供できるように努めます。

【令和２年度】
・地場産野菜・米の導入
・郷土、行事、地域（国内・国外）の料理
・セレクト給食

学
校
教
育
課

26
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

幼
児
食
教
室

　小学校就学前の乳幼児とその親を対象に、
1回の参加定員の上限を親子10組とし年4回
実施しています。

【平成27年度】
・回数　4回
・人数（延）30組　85人
【平成28年度】
・回数　4回
・人数（延）33組　85人
【平成29年度】
・回数　4回
・人数（延）40組　82人
【平成30年度】
・回数　4回
・人数（延）39組　80人

　親と子のふれあいの強化と、幼児期か
ら食に親しむことで更なる食育推進に繋
がるように、事業の周知を図りながら、
継続して実施します。

【令和２年度】
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止あり。
・回数　３回
・人数(延)　10組 20人

健
康
福
祉
課

27

27離
乳
食
教
室

　生後4ヶ月から15ヶ月児をもつ親を対象
に、月齢に応じた離乳食の進め方等について
の講話や調理実習等を年12回実施していま
す。

【平成27年度】
・回数　9回
・人数（延）71組　150人
【平成28年度】
・回数　12回
・人数（延）70組　148人
【平成29年度】
・回数　12回
・人数（延）68組　140人
【平成30年度】
・回数　12回
・人数（延）74組　148人

　食を主とした育児不安を抱えている保
護者は年々増加傾向にあるため、家庭訪
問・健診等で、事業の周知を図りなが
ら、継続していきます。

【令和２年度】
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止あり。
・回数　５回
・人数(延)　７組 １５人

健
康
福
祉
課
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

28食
育
の
推
進

　児童生徒を対象に、給食時間、学級活動、
教科指導及び総合的な学習の時間等で食育の
指導を実施しています。
　また、保護者を対象に、朝食の大切さやバ
ランスの良い食事のとり方等、ＰＴＡ行事や
給食試食会を通して、栄養教諭・栄養職員・
養護教諭等が連携し、家庭における食育の推
進に向けた啓発を図っています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　今後も継続して実施します。 【令和２年度】
・実施

学
校
教
育
課

28親
と
子
の
健
康
学
習
会

　小学校の保護者会等を対象に、子どもの正
しい生活習慣等について、保健師の講話及び
栄養士による調理体験学習を実施していま
す。

【平成27年度】
・回数　5回
・人数（延）　156人
【平成28年度】
・回数　5回
・人数（延）　167人
【平成29年度】
・回数　3回
・人数（延）　95人
【平成30年度】
・回数　4回
・人数（延）　171人

 市内幼稚園、小・中学校と連携を図
り、継続して実施します。

【令和２年度】
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止

健
康
福
祉
課
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基本目標2 母性並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進

主要課題(4)小児医療の充実

①小児医療体制の充実

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

29小
児
医
療
及
び
小
児
救
急
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　小児医療サービスについては、5医療機関
で行われています。
　休日・夜間の小児救急医療については、直
鞍地区在宅当番医制や休日等急患センターに
より小児救急医療サービスの提供が行われて
います。

■小児医療サービスの実施
　小児科医院　1医療機関
　小児診療科目を持つ病院等
　　　　　　　2医療機関
■小児救急医療体制
　救急医療施設運営委託
　救急医療施設運営補助金

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　小児科医の不足が課題となっています
が、今後も継続して事業を実施します。

【令和３年3月末時点】
・実施

健
康
福
祉
課
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②小児医療に関する経済的支援の充実

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

幼
児
医
療
費
の
支
給
等

　従来の就学前児童にかかる乳幼児医療費支
給制度（自己負担なし）に加え、平成２７年
４月より、通院については小学１年生から小
学３年生まで（自己負担額　一医療機関につ
き６００円／月）、入院については小学１年
生から中学３年生まで（自己負担額　５００
円／日、月７日上限）、医療費支給対象児童
の拡大を行いました。
　また、平成２８年１０月からは、就学後児
童について、入通院ともに支給対象を小学１
年生から中学３年生まで（通院：自己負担額
一医療機関につき１，２００円／月、入院：
自己負担額　５００円／日、月７日上限）と
し、医療費支給対象児童のさらなる拡大を行
い、子ども医療費の負担軽減を図っていま
す。

【平成27年度】
・県補助分支給額47,172千円
・市単独分支給額16,012千円

【平成28年度】
・県補助分支給額50,181千円
・市単独分支給額18,662千円

【平成29年度】
・県補助分支給額64,706千円
・市単独分支給額13,559千円

【平成30年度】
・県補助分支給額68,665千円
・市単独分支給額13,738千円

　引き続き、未就学児の医療費全額助
成、中学生までの通院及び入院時の医療
費一部助成を実施し、子ども医療費の負
担軽減を図ります。

【令和２年度】
・県補助分支給額48,365千円
・市単独分支給額13,473千円

市
民
課

30

2-4



基本目標3 子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備

主要課題(1)次代の親の育成

①世代間交流の促進

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

32

職
場
体
験
学
習

　「生きる力」を育むキャリア教育の一環と
して、社会人としての生き方を学ぶととも
に、健全な基本的生活習慣や態度を身につけ
るため、市内の事業所の協力を得て、中学生
の職場体験学習を実施しています。幼稚園や
保育所での体験においては、子育てや家庭の
大切さなどを学ぶ良い機会となっています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　今後も継続して実施します。 【令和２年度】
・新型コロナウイルス感染症拡大防止により中止

学
校
教
育
課

31

子
育
て
サ
ロ
ン
に
お
け
る
中
学
生
・
高
校

生
と
の
交
流

　平成24年度まで「子育てサロンワイワイク
ラブ」として実施し、平成25年度から「子育
てサロン宮若西中学校」「子育てサロン鞍手
竜徳高校」として実施し、平成28年度より
「子育てサロン鞍手竜徳高校」として実施し
ています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　今後も継続して実施します。 今後も継続して実施します。

【令和２年度】
・未実施（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため）

社
会
教
育
課
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基本目標3 子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備

主要課題(2)子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備

①確かな学力の向上

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

少
人
数
授
業
や
習
熟
度
別
授
業

　少人数授業や習熟度別授業を行い、きめ細
かな指導を行えるように、指導方法工夫改善
のための教員を全小中学校に配置していま
す。各学校の実態に即した課題を解決するた
め、計画的な授業を行っています。

【平成27年度】
指導方法工夫改善教育
小学校6校12人　中学校2校4人
【平成28年度】
指導方法工夫改善教育
小学校７校９人　中学校２校４人
【平成29年度】
指導方法工夫改善教育
小学校5校９人　中学校２校４人
【平成30年度】
指導方法工夫改善教育（県費）
小学校5校10人　中学校２校４人
全小中学校を対象に学力向上教科指導員（市
費）を配置

　今後も継続して実施します。 　各小中学校において、「少人数授業」や「習熟度別授業」を実施
し、個に応じたきめ細かな指導を行っています。

【令和２年度】
・指導方法工夫改善教育（県費）
　小学校5校1１人　中学校２校４人

学
校
教
育
課

33
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

　児童生徒が自ら学び自ら考え主体的に判断
し、よりよく問題を解決する力を育成するた
めに、国際理解、福祉・ボランティア、情
報、環境等に関する学習内容で実施していま
す。
　また、一貫教育基本方針の一つであるキャ
リア教育の推進に取り組んでいます。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　今後も継続して実施します。 【令和２年度】
・実施

学
校
教
育
課

34

34学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｅ

　児童生徒の学力向上や教員の資質向上を図
るために「学力向上プロジェクトＥ」を組織
し、幼小連携や小中一貫教育、キャリア教
育、外国語教育、幼児教育を重点として取組
を進めています。また、教員を対象とした
「みやわか教師塾」や、全小中学校で放課後
学習事業「みやわかアフター・スクール」を
実施しています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　今後も様々な取組を検討していきま
す。

　国のGIGAスクール構想による、１人１台タブレット端末導入に伴
い、これまでの取組に加え、情報教育の充実を図るための取組を進め
ています。

【令和２年度】
・実施

学
校
教
育
課

総
合
的
な
学
習
の
時
間
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
の
活
用

　令和２年度に実施される学習指導要領の改
訂により、小学校に外国語科及び外国語活動
が導入されることから、児童生徒の英語への
関心や意欲を高め、教員の指導力向上を図る
ため、全市立幼稚園、小中学校にＡＬＴを配
置しています。

【平成27年度】
・すべての幼稚園で実施
・すべての小中学校で実施
・認定こども園で実施
・保育所で実施
【平成28年度】
・すべての幼稚園で実施
・すべての小中学校で実施
・認定こども園で実施
・保育所で実施
【平成29年度】
・すべての幼稚園で実施
・すべての小中学校で実施
・保育所で実施
【平成30年度】
・すべての幼稚園で実施
・すべての小中学校で実施
・保育所で実施

　今後も継続して実施します。 【令和２年度】
・すべての幼稚園で実施
・すべての小中学校で実施
・保育所２園で実施

学
校
教
育
課

子
育
て
福
祉
課

35
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②豊かな心の育成

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

学
校
教
育
課

36

中
学
校
芸
術
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
開

催
事
業

　青少年の健全育成を図るため、中学生を対
象に優れた芸術文化を体感させることで、芸
術を愛する心を育むなどの情操教育を実施し
ています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　今後も継続して実施します。 【令和２年度】
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

学
校
教
育
課

36

人
権
・
同
和
教
育

　各小中学校が作成した教育指導計画に基づ
き、副読本の教材を活用して、発達段階に応
じた人権教育を実施しています。
　また、人権教育の充実を図るために、全職
員を対象とした人権教育研修会を実施してい
ます。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　今後も継続して実施します。 　各学校において、宮若市「個別の人権課題に関するカリキュラム」
にそって授業を実施しています。

【令和２年度】
・実施

学
校
教
育
課

37職
場
体
験
学
習

【
再
掲
】

3-1参照
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

学
校
教
育
課

37自
然
体
験
学
習
等
の
事
業

　校外における集団活動を通じて、心身の鍛
錬と公衆道徳を身に付けることを目的に、県
内の社会教育施設を活用し、校外の豊かな自
然や文化に触れる自然体験学習や宿泊訓練学
習等を実施しています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

今後も継続して実施します。 【令和２年度】
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
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③相談事業の推進

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

教
育
相
談
事
業

　宮若市教育支援センターを拠点として、児
童生徒及び保護者、教職員に対し、不登校や
いじめ問題等について相談事業を実施してい
ます。教育相談員１名、スクールソーシャル
ワーカー1名、スクールカウンセラー１名を
配置しています。

【平成27年度】
　教育相談員２名、スクールソーシャルワー
カー１名、スクールカウンセラー１名（教育
支援センター専属）、適応指導教室指導員３
名配置。
【平成28年度】
　教育相談員２名、スクールソーシャルワー
カー１名、スクールカウンセラー１名、適応
指導教室指導員３名配置。
【平成29年度】
　教育相談員２名、スクールソーシャルワー
カー１名、スクールカウンセラー１名、適応
指導教室指導員３名配置。
【平成30年度】
　教育相談員２名、スクールソーシャルワー
カー１名、スクールカウンセラー１名、適応
指導教室指導員３名配置。

　引き続き、児童生徒や保護者の悩みに
対応できるよう、さらなる相談体制の確
立と事業を推進してまいります。

【令和２年度】
・教育相談員１名
・スクールソーシャルワーカー１名
・スクールカウンセラー２名
・適応教室指導員３名　配置

学
校
教
育
課

38
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④幼児教育の充実

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

39幼
児
教
育
の
充
実

　各幼稚園の年間指導計画に基づき、園児一
人ひとりの特性を踏まえ、環境を通じて人格
形成の基礎を培うために、豊かな体験の充実
を図りながら、幼児教育を実施しています。

【平成27年度】
・幼稚園（公）４園
・認定こども園（公）1園
【平成28年度】
・幼稚園（公）４園（うち１園は休園）
・認定こども園（公）1園
【平成29年度】
・幼稚園（公）４園（うち１園は休園）
・認定こども園（公）1園
【平成30年度】
・幼稚園（公）４園（うち１園は休園）
・認定こども園（公）1園

継続して、幼児期の生活習慣づくりに努
め、小学校と連携し、義務教育への円滑
に移行できる環境整備に努めてまいりま
す。
　また、継続して、幼小中一貫教育を推
進するため、幼稚園と小学校教員の研修
会や合同行事を実施します。
地域の方や自然に触れ合う体験など豊か
な体験の充実や地域の文化、伝統に親し
む活動の実施し、「生きる力」の基礎を
培うよう努めてまいります。

　引き続き、生活習慣作りに向けた保護者啓発と、読書活動を推進し
ています。
　また、保幼小中一貫教育を推進するため、幼稚園と小学校教員の研
修会や合同行事・研修会などを実施します。

【令和２年度】
・幼稚園（公）　３園
・認定こども園（私）　1園

教
育
総
務
課

子
育
て
福
祉
課
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基本目標3 子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備

主要課題(3)家庭や地域の教育力の向上

①家庭教育への支援

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

40

家
庭
教
育
推
進
事
業

　幼稚園、小学校、中学校において、PTAと
の連携により、保護者を対象とした家庭教育
講座を実施しています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　今後も継続して実施します。 今後も継続して実施します。

【令和３年３月末時点】
・１件実施

社
会
教
育
課

40

基
本
的
生
活
習
慣
習
得
事
業

　小学校入学以降の生活や学習の基盤づくり
に向け、支援が必要な児童と保護者に対し、
幼稚園・保育所・支援センター各々において
基本的な生活習慣を身につける取組を行って
います。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年3月末時点】
・実施
【平成29年度】
・実施
※平成29年度から市全体での取組は廃止しま
したが、幼稚園・保育所・支援センター各々
において基本的な生活習慣を身につける取組
は引き続き行っています。
【平成30年度】
・実施

　平成29年度から市全体での取組は廃
止しましたが、幼稚園・保育所・支援セ
ンター各々において基本的な生活習慣を
身につける取組は引き続き行っていきま
す。

【令和２年度】
・実施

子
育
て
福
祉
課
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②地域の教育力の向上

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

社
会
教
育
課

41

学
校
・
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
事
業

　学校運営に地域住民が参画する取組を進め
るため、コミュニティ・スクールを設置し、
地域が学校運営に参画する仕組みを推進して
います。また、Ｅウィークや土曜日授業を活
用し、家庭や地域と学校が関わりを深める機
会を設定しています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　コミュニティ・スクール未設置校にお
ける今後の方針を検討します。Ｅウィー
クや土曜日授業の活用した家庭や地域と
の連携については、今後も引き続き継続
します。

【令和２年度】
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のためEウィークは中止、ま
た、土曜授業は学校のみで実施しました。コミュニティ・スクールに
ついても書面による報告のみとなり、家庭や地域と学校が関わりを深
める機会がありませんでした。

学
校
教
育
課

41

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
の
育
成

　スポーツ少年団をはじめとする、青少年ス
ポーツの振興を図るため、単位少年団対抗駅
伝や長距離走大会、また、講演会などを開催
しています。

【平成27年度】
・種目数12種目
・団体数18団体
【平成28年度】
・種目数12種目
・団体数18団体
【平成29年度】
・種目数12種目
・団体数19団体
【平成30年度】
・種目数12種目
・団体数18団体

　多くの市民が気軽に参加できる軽ス
ポーツの情報を収穫し、導入を進めると
共に、スポーツフェスタなどのスポーツ
イベントを開催していきます。

　スポーツ少年団に加入している子どもは、その活動の中でそれぞれ
のスポーツを通じて心身の成長を図っています。
　スポーツクラブ等で活動をしていない子どもたちに関しては、総合
型地域スポーツクラブ「宮若いきいきスポーツクラブ」への参加を促
すとともに、各種のスポーツ教室を実施し、何らかのスポーツに興味
を持たせ、継続してスポーツ活動ができるよう環境整備を図っていま
す。

【令和２年度】
・種目数12種目
・団体数18団体

3-3



事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

学
校
教
育
課

42

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
大
会

　スポーツを通して基礎体力つくり・スポー
ツをする喜び・スポーツの楽しさ・親子のふ
れあい・友達づくり・地域とのつながり等、
心身ともに健康で礼儀正しい青少年の健全育
成に寄与することを目的に、スポーツ推進員
を中心に、各種教室や大会を実施していま
す。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　多くの市民が気軽に参加できる軽ス
ポーツの情報を収穫し、導入を進めると
共に、スポーツフェスタなどのスポーツ
イベントを開催していきます。

　各種大会については、地域、職場単位での参加を促し、スポーツに
親しみながら、コミュニケーションを図る効果が出ていると考えてい
ます。
　各種スポーツ教室では子どもたちに、それぞれのスポーツの基礎と
なる動きを指導しています。小学生を対象にスナッグゴルフ教室、陸
上教室、水泳教室、また、小中学生を対象にサッカー教室を実施して
おり、多くの参加を得ています。
　更なる参加者増加を目指し、事業内容等の検討を行いながら継続し
て実施します。

【令和２年度】
・実施

社
会
教
育
課

42

Ｅ
ウ
ィ
ー
ク

（
学
校
開
放
事
業
）

　家庭、地域との連携及び理解を深めるた
め、学期中に3日間の学校開放日を設け、児
童生徒の学習や生活の様子を公開します。
　地域や保護者との意見交換を行い、よりよ
い学校経営に努めています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　今後も継続して実施します。 【令和２年度】
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
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基本目標3 子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備

主要課題(4)子どもを取り巻く有害環境対策の推進

①環境浄化の推進

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

43

県
下
一
斉
立
入
調
査

　福岡県青少年健全育成条例に基づき、青少
年に有害な図書や刃物を販売する事業所に対
して、立入調査員及び直方警察署と連携して
立入調査を実施しています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　今後も継続して実施します。 今後も継続して実施します。

【令和３年３月末時点】
・未実施（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため）

社
会
教
育
課

43

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
な
利
用

　福岡県の規範意識育成事業の中で、情報モ
ラル（ネットによる誹謗中傷・いじめ等防
止）の教育を、外部講師を活用し、小学校中
学年から児童生徒に行っています。
　また、親子で守るケータイ・スマホ・ゲー
ムの約束を作る共同宣言を行い、各学校の生
徒会等、子どもが主体となって、自己啓発活
動に取り組んでいます。
 
【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　今後も継続して実施していきます。 【令和２年度】
・実施

学
校
教
育
課
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基本目標4 子育てを支援する生活環境の整備

主要課題(1)良好な住宅の確保

①子育て世帯が安心して暮らせる住環境の形成

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

②子育て世帯の永住促進のための取り組み

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

建
築
都
市
課

44

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

44家
賃
補
助
金
制
度

　平成25年4月1日以降に市内の民間賃貸住
宅にお住まいの、新婚世帯と子育て世帯の方
に対して、家賃の一部（月額上限2万5千円）
を最長36ヶ月（3年間）にわたって補助する
制度です。

【平成27年度】
・対象件数　231件
【平成28年度】
・対象件数　293件
【平成29年度】
・対象件数　286件
【平成30年度】
・対象件数　269件

　「新婚世帯」及び「子育て世帯」に対
して家賃の一部を補助し、一度宮若市に
住んでもらうことで、将来的な若年層の
定住促進を図ります。

今後も継続して実施します。
【平成28年３月末時点】
・対象件数　231件
【平成29年３月末時点】
・対象件数　293件
【平成30年３月末時点】
・対象件数　286件
【令和元年3月末時点】
・対象件数　269件
【令和2年3月末時点】
・対象件数　269件
【令和3年3月末時点】
・対象件数　230件

多
様
な
世
帯
構
成
に
応
じ
た
市
営

住
宅
供
給
の
推
進

　「宮若市営住宅長寿命化計画」の中で、関
連する住宅政策の方向性を示しています。

【平成27年度】
　陽の浦団地外壁改修（12戸）
　神田団地外壁改修（12戸）
【平成28年度】
　陽の浦団地外壁改修（24戸）
【平成29～令和元年度】
　新成団地外壁改修（96戸）

　宮若市営住宅長寿命化計画に基づき、
年次的な計画修繕を実施するとともに管
理戸数の適正化を進めて行きます。

【平成27年度】
　陽の浦団地外壁改修（12戸）完了
　神田団地外壁改修（12戸）完了
【平成28年度】
　陽の浦団地外壁改修（24戸）完了
【平成29～令和元年度】
　新成団地外壁改修（96戸）完了
【令和2年度】
　向陽団地外壁改修（20戸）完了
【令和３年度】
　向陽団地外壁改修（10戸）施工中
　宮若市営住宅長寿命化計画改定業務　発注予定
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

45宮
若
市
定
住
奨
励
金
制
度

宮若市に永住することを目的として、平成29
年12月末までに住宅及び土地を取得した人
（登記も完了していること）を対象に、住宅
や土地に課税される固定資産税相当額を、定
住奨励金として7年間交付する制度です。

【平成27年度】
・対象件数　426件
【平成28年度】
・対象件数　451件
【平成29年度】
・対象件数　463件
【平成30年度】
・対象件数　503件

　平成25年度より開始した家賃補助金
制度との相乗効果を図ることで、比較的
若い世代に係る制度利用の促進を図りま
す。

　今後も継続して実施します。
【平成28年３月末時点】
・対象件数　426件
【平成29年３月末時点】
・対象件数　451件
【平成30年3月末時点】
・対象件数　463件
【令和元年3月末時点】
・対象件数　503件
【令和2年3月末時点】
・対象件数　562件
【令和3年3月末時点】
・対象件数　615件

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
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基本目標4 子育てを支援する生活環境の整備

主要課題(2)良好な居住環境の確保

①子どもが安全に、元気に暮らせる住環境づくり

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

46公
園
等
の
遊
び
場
の
整
備

　子どもが安心して遊べるように公園の遊具
の点検や環境整備を実施しています。

　子どもが安心して遊べるように公園遊
具の点検整備を実施していきます。

［まちづくり推進課、子育て福祉課］
　今後も継続して、点検整備を実施していきます。
［産業観光課］
　いこいの里千石や犬鳴ダム親水公園の除草等、定期的な環
境整備を実施しています。
【土木建設課】
・実施
【社会教育課】
・実施
【子育て福祉課】
・実施

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

子
育
て
福
祉
課

社
会
教
育
課

土
木
建
設
課

産
業
観
光
課
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基本目標4 子育てを支援する生活環境の整備

主要課題(3)安全な道路交通環境の整備

①道路・交通網の整備

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

46生
活
道
路
の
整
備

　市道は総延長490㎞ですが、平均幅員5.5
ｍ以上の路線が120㎞と全市道の25％であり
道路拡幅などの整備を計画的に実施していま
す。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　今後も継続して、計画的な道路維持、
管理を実施します。

【令和2年度】
・実施

土
木
建
設
課
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基本目標4 子育てを支援する生活環境の整備

主要課題(4)安心して外出できる環境の整備

①バリアフリーのまちづくり

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

48

歩
道
等
の
確
保

　すべての市民が安全且つ快適に外出できる
よう、各施設におけるバリアフリー化を促進
しています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　今後も継続して実施します。 【令和2年度】
・実施

土
木
建
設
課

47

路
上
障
害
物
の
除
去

　すべての市民が安全且つ快適に外出できる
よう、道路整備にあわせて歩行空間の確保を
計画的に推進しています。

【平成27年度】
違反広告物撤去(H27/9/4)
はり札64枚、立看板23枚
違反広告物撤去(H27/12/2５・2８）、はり
紙10枚、はり札29枚、
立看板59枚
【平成28年度】
違反広告物撤去(H28/9/8)
はり札111枚、立看板7枚
違反広告物撤去(H28/12/1５・27）、はり
紙  4枚、はり札87枚、立看板35枚
【平成29年度】
違反広告物（H30.1～3　3回実施）、はり
紙12枚、はり札27枚
【平成30年度】
違反広告物（H3１.１～3　3回実施）、はり
札3枚、立看板17枚

　今後も通行の障害となる違反広告物
（看板等）については、年数回にわたり
撤去を実施していきます。

【令和２年度】
違反広告物（R２.４～R3.3　6回実施）、はり札10枚、立看板5枚

土
地
対
策
課
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

子
育
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ

プ
の
作
成

　バリアフリーマップを作成し、施設のバリ
アフリー情報を子育て世帯に提供します。

　公共施設を中心に調査を行い、情報提
供できるように努めます。

48

公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
促
進

　すべての市民が安全且つ快適に外出できる
よう、各施設におけるバリアフリー化を促進
しています。

　今後も継続して実施します。 【管財課】
市民の利便性向上のため、今後も継続して実施します。
【土木建設課】
【令和2年度】
・実施
【健康福祉課】
　実施済みです。

管
財
課

土
木
建
設
課

社
会
教
育
課

健
康
福
祉
課

歩
道
の
段
差
解
消

　すべての市民が安全且つ快適に外出できる
よう、道路整備にあわせて歩行空間の確保を
計画的に推進しています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　今後も継続して実施します。 【令和2年度】
・実施

土
木
建
設
課

【令和２年度】
未実施
※R4年度発行すくすくに掲載予定

子
育
て
福
祉
課
（
子
育
て
支

援
係
）

48

48
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基本目標4 子育てを支援する生活環境の整備

主要課題(5)安全・安心まちづくりの推進等

①防犯に関する施設整備

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

総
務
課

学
校
教
育
課

49防
犯
灯
の
設
置

　各自治会が設置する防犯灯について、宮若
市防犯灯設置補助金交付要綱に基づき、補助
金を交付しています。

【平成27年度】
・設置個所数　507箇所
【平成28年度】
・設置箇所数　492箇所
【平成29年度】
・設置箇所数　487箇所
【平成30年度】
・設置箇所数　424箇所

通学路の安全のため、必要に応じて街路灯を
設置しています。

【平成27年度】
・設置箇所数　64箇所
【平成28年度】
・設置箇所数　６6箇所
【平成29年度】
・設置箇所数  79箇所
【平成30年度】
・設置箇所数  91箇所

　必要に応じて、今後も継続して実施し
ます。

今後も継続して実施します。

【令和３年３月末時点】
・設置個所数　２１２箇所
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②防犯意識の普及・啓発

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

総
務
課

50「
宮
若
市
歳
末
安
全
・
安
心
住
民
大
会
」
の
実

施 　市民、地域活動団体、事業者、行政機関が
一体となって、防災・防犯意識の高揚を図る
とともに、災害時の対応や身近な犯罪の抑
止、暴力追放を推進する「歳末安全・安心住
民大会」を毎年実施しています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　防災・防犯意識の高揚啓発は、継続し
て行う必要があることから、今後も犯罪
が増加する時期となる年末時において継
続して実施します。

今後も継続して実施します。

【令和３年３月末時点】
・未実施（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため）
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基本目標5 職業生活と家庭生活との両立の推進

主要課題(1)仕事と生活の調和の実現のための働き方の見直し

①啓発活動の推進

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

52

啓
発
の
推
進

　男女共同参画社会の実現を図るため、「宮
若市男女共同参画基本計画」に基づき、広報
紙等を活用した啓発活動や、男女共同参画を
テーマとした講演会や講習会等を開催し、啓
発を推進していきます。

【講演会】
・平成27年度：159人
・平成28年度：126人
・平成29年度：159人
・平成30年度：125人

【父と子の料理教室】
・平成27年度：6組
・平成28年度：6組
・平成29年度：5組
・平成30年度：6組

　「講演会」への参加を促すための手立
てを講じます。「父と子の料理教室」へ
の参加を増やすため、子育て世代に向け
た広報活動を行います。

【講演会】
　・令和 元年度：161人
　・令和 2年度：中止（コロナ対策のため）
【父と子の料理教室】
　・令和 元年度：6組
　・令和 2年度：2組（コロナ対策のため参加人数制限）

＊男女共同参画講演会の実施
例年６月の男女共同参画週間に合わせて講演会を実施。
市役所の職員研修、民生委員児童委員の定例会（研修）、指名業者の
地域貢献活動としても位置付け。
開催：R1.6.25（火）13：30～マリーホール宮田
参加：１６１名講師：NPO法人「福岡ジェンダー研究所」倉富史枝
さん
演題：「身近なところからつながろう男女共同参画の輪
　　　　～ハラスメント、DV、虐待防止のために～」
＊「父と子の料理教室」の実施
開催：R1.11.9（土）ハートフル調理室
参加：親子６組（大人６名＋子ども８名＝計１４名）
開催：R2.11.7（土）パレット調理室
参加：親子2組（大人2名＋子ども2名＝計４名）

保
護
人
権
課

51

一
般
事
業
主
行
動
計
画

　労働者の仕事と子育ての両立のための一般
事業主行動計画を策定・届出をし、一定の要
件を満たすと厚生労働大臣の認定（くるみん
認定）を受けることができます。
認定を受けることで、企業のイメージアップ
や優秀な人材の確保等が期待されることか
ら、計画の策定・届出について、市内の企業
への周知を行っていくものです。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施。

　次世代育成支援対策推進法の有効期限
が１０年間延長されたことを受け、市内
企業に周知を行っていきます。

【令和２年度】
・実施。

子
育
て
福
祉
課
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基本目標5 職業生活と家庭生活との両立の推進

主要課題(2)仕事と子育ての両立のための基盤整備

①保育サービスの充実

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

55

一
時
預
か
り
事
業

【
再
掲
】

１-１参照 子
育
て
福
祉
課

54

子
育
て
短
期
支
援
事
業

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

【
再
掲
】

１-１参照 子
育
て
福
祉
課

54

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
【
再
掲
】

１-１参照 子
育
て
福
祉
課

53

病
児
・
病
後
児
保
育
事

業
【
再
掲
】

１-１参照 子
育
て
福
祉
課
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

利
用
者
負
担
額
（
保
育
料
）

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
納
付

【
再
掲
】

１-１参照 子
育
て
福
祉
課

56

延
長
保
育
事
業

【
再
掲
】

１-１参照 子
育
て
福
祉
課

１-１参照 子
育
て
福
祉
課

55

56

子
育
て
短
期
支
援
事
業

（
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
）

【
再
掲
】
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

57

57窓
口
延
長
受
付

【
再
掲
】

１-１参照 市
民
課

女
性
の
再
就
業
に
関
す
る
情
報
の
提
供

出産や育児、介護により退職した女性の再就
業などを支援するため、公共職業安定所（ハ
ローワーク）やその他職業紹介事業者等の関
係機関と連携を図りながら必要な情報の提供
に努めます。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

ハローワークのマザーズコーナーの紹
介、母子自立支援員による母子家庭の就
業についての相談業務を行っていきま
す。

【保護人権課】
令和元年度・令和２年度
保護人権課では女性の再就業の相談等はなかったが、市内４隣保館に
おいて相談の受付やハローワーク求人情報の提供を行っている。
【産業観光課】
ハローワークのマザーズコーナーの紹介、母子自立支援員による母子
家庭の就業についての相談業務を行っています。
【子育て福祉課】
【令和２年度】
・実施

子
育
て
福
祉
課

保
護
人
権
課

産
業
観
光
課
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基本目標6 結婚・妊娠・出産・育児の切れ目ない支援の推進

主要課題(1)産休・育休後における特定教育・保育施設等の円滑な利用確保

①保育サービスの充実

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

60

延
長
保
育
事
業

【
再
掲
】

1-2参照 子
育
て
福
祉
課

60

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

【
再
掲
】

1-1参照 子
育
て
福
祉
課

59

通
常
保
育
事
業

【
再
掲
】

1-2参照 子
育
て
福
祉
課

58

認
定
こ
ど
も
園

【
再
掲
】

1-2参照 子
育
て
福
祉
課

6-1①



事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

61子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

【
再
掲
】

1-1参照 子
育
て
福
祉
課

61

一
時
預
か
り
事
業

【
再
掲
】

1-1参照 子
育
て
福
祉
課

61

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

【
再
掲
】

1-1参照 子
育
て
福
祉
課
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基本目標6 結婚・妊娠・出産・育児の切れ目ない支援の推進

主要課題(1)産休・育休後における特定教育・保育施設等の円滑な利用確保

②幼児教育の充実

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

62幼
児
教
育
の
充
実

【
再
掲
】

3-2参照 教
育
総
務
課

子
育
て
福
祉
課

6-1②



基本目標7 子ども等の安全の確保

主要課題(1)子どもの交通安全を確保するための活動の推進

①交通安全に関する啓発活動の推進

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

63

広
報
等
に
よ
る
啓
発
活
動

市広報にて、交通安全運動期間中の重点的取
り組み事項の周知や特集の掲載、毎月の交通
事故発生状況を掲載しています。
　また、市内関係機関や団体等へチラシ及び
ポスターを配布し啓発を行っています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

今後も交通安全に関する啓発は継続して
行う必要があることから、広報・ポス
ター等による啓発・周知を行います。

今後も継続して実施します。

【令和３年３月末時点】
・実施

総
務
課

63

春
・
夏
・
秋
・
年
末
の
交
通
安
全

県
民
運
動
時
の
街
頭
啓
発

交通安全関係機関、団体等により、市内主要
交差点において、児童生徒の登下校時間帯に
街頭指導を実施しています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

児童生徒の交通安全確保に向けて、関係
団体等と協力連携し、継続します。

今後も継続して実施します。

【令和３年３月末時点】
・実施

総
務
課

7-1①



事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

64

交
通
安
全
物
品
の
配
布

交通安全協会等が実施するセーフティステー
ションや交通安全教室時等に、各種啓発物品
を配布しています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

交通安全については継続して啓発する必
要があることから、今後も交通安全協会
と連携しながら実施します。

今後も継続して実施します。

【令和３年３月末時点】
・実施

総
務
課

64

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使
用
の
徹
底

チャイルドシートの使用効果及び正しい使用
方法について普及啓発活動を積極的に展開し
ます。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

　今後も継続して、チラシ・ポスター等
による啓発・周知を行います。

【令和２年度】
・実施

総
務
課

7-1①



事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

64自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

交通安全教室を通じて、自転車の安全利用の
普及啓発を行っています。

【平成27年度】
・許可学校については着用義務
【平成28年度】
・許可学校については着用義務
【平成29年度】
・許可学校については着用義務
【平成30年度】
・許可学校については着用義務

幼児・児童・生徒の自転車乗用のヘル
メットの着用の推進と安全教育を通じて
今後も自転車の安全利用の普及啓発を
行っていきます。

【学校教育課】
【令和２年度】
・許可学校については着用義務

総
務
課

学
校
教
育
課

7-1①



基本目標7 子ども等の安全の確保

主要課題(1)子どもの交通安全を確保するための活動の推進

②関係団体との連携

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

65交
通
安
全
協
会
な
ど
関
係
団
体
と
連
携
の
強
化
・
協
力
の
推
進

春・秋の交通安全県民運動実施にあわせて市
内約30の機関、団体等による宮若市交通安全
対策会議を開催し、期間中の各機関、団体の
取り組みについて協議を行うほか、各交通安
全に関する取組みを行っています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

関係団体等と協力連携し、今後も継続し
て実施します。

今後も継続して実施します。

【令和３年３月末時点】
・実施

総
務
課
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基本目標7 子ども等の安全の確保

主要課題(2)子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

①安全指導・啓発の実施

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

66

広
報
等
に
よ
る
啓
発
活
動

身近な犯罪を捉えて広報誌等による周知、啓
発を行っています。市の広報紙に毎月の犯罪
発生件数を掲載するとともに、防犯協会広報
紙「地域防犯ニュース」に犯罪の状況等を掲
載し啓発を行っています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

防犯協会と連携しながら継続して実施し
ます。

今後も継続して実施します。

【令和３年３月末時点】
・実施

総
務
課

66

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

児童生徒の下校時間帯にあわせ、各課・関係
機関と協力して市内の小中学校区内を防犯パ
トロール車で巡回しています。また、自治会
からの要請に応じて夜間パトロールを実施し
ています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

児童生徒の安全確保のため関係機関等と
連携して防犯パトロールを実施します。

【総務課】
今後も継続して実施します。
【令和３年３月末時点】
・実施

【学校教育課】
【令和２年度】
・実施

総
務
課

学
校
教
育
課
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

主要課題(2)子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

②非行防止活動の推進

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

67街
頭
指
導
事
業

青少年育成市民会議等が主催し、青少年補導
員や校区育成会など多くの関係団体の協力に
より、宮若納涼花火大会や若宮八幡宮放生会
における街頭指導を実施しています。
　地域における青少年の健全育成及び非行防
止のため、地域が一体となって取り組んでい
ます。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

今後も継続して実施します。 今後も継続して実施します。

【令和３年３月末時点】
・未実施（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため）

社
会
教
育
課

67「
子
ど
も
1
1
0
番
の
家
」
設
置
促
進

子どもが助けを求めてきた時にその子どもを
保護するとともに、警察・学校・家庭などへ
連絡するなどして、地域ぐるみで子どもたち
の安全を守っていくボランティア活動を実施
します。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

学校等と協力連携し、今後も継続して実
施します。

【令和２年度】
・実施

総
務
課

学
校
教
育
課
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基本目標7 子ども等の安全の確保

主要課題(2)子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

③関係団体との連携促進

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

主要課題(3)被害に遭った子どもの保護の推進

①不登校・いじめ問題等の解消

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

69教
育
相
談
事
業
【
再
掲
】

3-2参照 相談体制により、児童生徒や保護者の悩みに対応しました。
【令和２年度】
・教育相談員２名
・スクールソーシャルワーカー１名
・スクールカウンセラー１名
・適応教室指導員３名　配置

学
校
教
育
課

68関
係
団
体
と
の
連
携
の
強
化
・
協
力
の
推
進

直方警察署管内の2市2町による「安全安心ま
ちづくり推進連絡協議会」に参加し、暴力団
追放、防犯、交通安全等の取り組みについて
連携しながら推進しています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

今後も継続して実施します。 今後も継続して実施します。

【令和３年３月末時点】
・実施

総
務
課
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基本目標8 要保護児童への対応などきめ細かな取り組みの推進

主要課題(1)児童虐待防止対策の充実

①児童虐待防止に関する連携強化

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

宮
若
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

児童虐待と思われるケースについて、検討事
案として児童相談所等の関係機関や市役所内
関係課と連携を取りながら要保護児童等への
適切な支援を行っています。

【平成27年度】
・代表者会議　1回
・実務者会議　3回
・コーディネーター会議　12回
・個別ケース検討会議　3回
【平成28年度】
・代表者会議　1回
・実務者会議　3回
・コーディネーター会議　12回
・個別ケース検討会議　8回
【平成29年度】
・代表者会議　1回
・実務者会議　3回
・コーディネーター会議　12回
・個別ケース検討会議　16回
【平成30年度】
・代表者会議　1回
・実務者会議　3回
・コーディネーター会議　12回
・個別ケース検討会議　14回

要保護児童等の個別ケース事例が年々増
加傾向にあり、内容も複雑多岐に亘るた
め、迅速かつ適切な対応のために、調整
機関に、専任で一定の資格要件を満たす
者を配置します。
また、継続して関係機関の連携強化を図
ります。

【令和２年度】
・代表者会議　1回
・実務者会議　3回
・コーディネーター会議　12回
・個別ケース検討会議　14回

子
育
て
福
祉
課

70

8-1



事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

71家
庭
児
童
相
談
員

家庭における児童の福祉向上を図ることを目
的に、家庭児童相談室を設置し、家庭児童相
談員を配置しています。
　児童に関する相談や要保護児童等の支援を
行い、子育て支援サービスの充実を図ってい
ます。

【平成27年度】
・家庭児童相談員　3名
・相談件数　4,654件
【平成28年度】
・家庭児童相談員　3名
・相談件数　4,947件
【平成29年度】
・家庭児童相談員　3名
・相談件数　4,233件
【平成30年度】
・家庭児童相談員　2名
・相談件数　2,466件

家庭児童相談室について、広く市民に周
知を図るとともに、市内の保育所や幼稚
園、小・中学校と連携を取りながら、継
続して適切な支援に努めます。

【令和２年度】
・家庭児童相談員　3名
・相談件数　3,949件

子
育
て
福
祉
課

8-1



事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

72

主
任
児
童
委
員
に
よ
る
子
育
て
相
談

【
再
掲
】

1-1参照 子
育
て
福
祉
課

健
康
福
祉
課

71

乳
幼
児
健
診
等
健
診
時
に
お
け
る
相
談
支
援

乳幼児健診等の場において、専門職による子
育てに関する正しい知識の普及を図り、子ど
もの健やかな成長の促進に努めます。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

乳幼児健診等の場において、専門職によ
る子育てに関する正しい知識の普及を図
り、子どもの健やかな成長の促進に努め
ます。

【令和３年3月末時点】
・実施

健
康
福
祉
課

8-1



基本目標8 要保護児童への対応などきめ細かな取り組みの推進

主要課題(2)ひとり親家庭等の自立支援の推進

①経済的支援の充実

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

73

利
用
者
負
担
金
（
保
育
料
）
の
減
免

保育所入所児童については、市規則に基づ
き、ひとり親家庭や在宅障がい児のいる家
庭、また、災害に遭った家庭など状況に応じ
て保育料の減免を行っています。
　平成25年4月より、国基準の減免の他、多
子世帯の減免制度を実施しています。

【平成27年度】
・国＆独自制度実施
【平成28年度】
・国＆独自制度実施
【平成29年度】
・国＆独自制度実施
【平成30年度】
・国＆独自制度実施

今後も継続して実施します。 【令和２年度】
・国＆独自制度実施
令和２年度より、認可外保育施設向けの利用料補助を開始しました。

子
育
て
福
祉
課

73

児
童
扶
養
手
当

母子家庭等の生活の安定を図り、自立を促進
する目的で、父母の離婚・父の死亡等によっ
て、父と生計を同じくしていない児童につい
て手当を支給しています。

【平成27年度】
・支給世帯数　396世帯
【平成28年度】
・支給世帯数　379世帯
【平成29年度】
・支給世帯数 　377世帯
【平成30年度】
・支給世帯数　365世帯

今後も継続して実施し、事業の周知徹底
を行うとともに、支給要件について適正
な資格審査を行い、適切な手当支給と母
子家庭等の自立促進に努めます。

【令和２年度】
・支給世帯数　325世帯

子
育
て
福
祉
課

8-2①



事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

74

母
子
家
庭
等
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
事
業

母子家庭の母及び父子家庭の父の自立促進を
目的に、該当する教育訓練講座の受講費の一
部を助成します。

【平成27年度】
・利用者　0件
【平成28年度】
・利用者　0件
【平成29年度】
・利用者　5件
【平成30年度】
・利用者　1件

今後も継続して実施するとともに、母子
父子自立支援員との連携や情報の共有を
図り、事業の周知徹底を行います。

【令和２年度】
・利用者　0件

子
育
て
福
祉
課

74

母
子
家
庭
等
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
事
業

　一定の資格取得のための養成機関に就学す
る母子家庭の母及び父子家庭の父に対し、修
業期間における生活安定のための資金を助成
します。

【平成27年度】
・利用者　6件
【平成28年度】
・利用者　7件
【平成29年度】
・利用者　6件
【平成30年度】
・利用者　３件

今後も継続して実施するとともに、母子
父子自立支援員との連携や情報の共有を
図り、事業の周知徹底を行います。

【令和２年度】
・利用者　4件

子
育
て
福
祉
課
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基本目標8 要保護児童への対応などきめ細かな取り組みの推進

主要課題(2)ひとり親家庭等の自立支援の推進

②相談体制の充実

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

75

母
子
父
子
自
立
支
援
員

母子父子自立支援員を配置し、母子父子自立
支援員を配置し、母子家庭や父子家庭の子育
て支援や自立促進のため、情報提供や相談業
務を行っています。
　また、母子生活支援施設への入所措置等を
実施し自立に向けた指導を行っています。

【平成27年度】
・母子・父子自立支援員　3名
・母子生活支援施設措置　3件
・相談件数　1,041件
【平成28年度】
・母子・父子自立支援員　3名
・母子生活支援施設措置　1件
・相談件数　1,624件
【平成29年度】
・母子・父子自立支援員　3名
・母子生活支援施設措置　0件
・相談件数　1,318件
【平成30年度】
・母子・父子自立支援員　2名
・母子生活支援施設措置　1件
・相談件数　815件

家庭児童相談員との連携や情報の共有
化、また、相談受付にかかる関係課や関
係機関との情報交換など、円滑な事業の
実施に努めます。

【令和２年度】
・母子・父子自立支援員　3名
・母子生活支援施設措置　1件
・相談件数　1138件

子
育
て
福
祉
課

75

母
子
父
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事

業 母子家庭の母及び父子家庭の父の自立促進を
目的に、就職や転職を希望する者に対し、母
子父子自立支援員が公共職業安定所の就労支
援ナビゲーターと連携し、個々に応じたプロ
グラムを策定し就労を支援しています。

【平成27年度】
・利用件数　2件
【平成28年度】
・利用件数　1件
【平成29年度】
・利用件数　0件
【平成30年度】
・利用件数　０件

機会を捉えて事業の周知を図り、今後も
母子家庭の母親及び父子家庭の父親の自
立促進に努めます。

【令和２年度】
・利用件数　3件

子
育
て
福
祉
課
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

76要
支
援
児
童
に
か
か
る
情
報
交
換

保健センター、保育所、認定こども園、子育
て支援センター、家庭児童相談室の関係機関
により、発達について気になるなど支援を要
すると思われる児童の情報交換を実施してい
ます。

【平成27年度】
・会議開催回数　12回
・保育所（園）訪問　2回（5箇所）
【平成28年度】
・会議開催回数　12回
・保育所（園）訪問　2回（5箇所）
【平成29年度】
・会議開催回数　12回
・保育所（園）訪問　2回（5箇所）
【平成30年度】
・会議開催回数　12回
・保育所（園）訪問　2回（5箇所）

保健師、家庭児童相談員等が行う保育園
訪問等により、支援を要する子どもの早
期発見に努め、適切な関わりができるよ
う、今後も関係機関の連携を円滑にすす
めます。
　また、要保護児童対策地域協議会との
連携を図ります。

【令和２年度】
・会議開催回数　12回
・保育所（園）訪問　1回（5箇所）

子
育
て
福
祉
課
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基本目標8 要保護児童への対応などきめ細かな取り組みの推進

主要課題(3)障がいや発達の遅れのある子どもへの支援の充実

①障がいの原因となる疾病の予防・早期発見

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

77各
種
健
診
事
業
を
通
じ
た
疾
病
の
早
期
発
見

乳幼児健康診査において、子どもの健康状態
の把握に努めるとともに、障がいの原因とな
る疾病の早期発見のため、医療機関等との連
携を図ります。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

今後も継続して実施します。 【令和３年3月末時点】
・実施

健
康
福
祉
課
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基本目標8 要保護児童への対応などきめ細かな取り組みの推進

主要課題(3)障がいや発達の遅れのある子どもへの支援の充実

②障がい児保育の推進

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

78

就
学
相
談

障がいのある子に対して、適切な就学指導を
行うため、心理検査等を実施し、一人ひとり
の障がいに応じた支援方法や、就学先につい
ての相談に応じます。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

支援を要する子どもの実態把握に努め、
適切な支援を行えるように継続して実施
します。

【令和２年度】
・実施

学
校
教
育
課

健
康
福
祉
課

78

特
別
支
援
教
育
の
事
業

特別支援教育支援員を設置し、児童生徒の障
がいの種類や程度に応じた適切な教育を行う
ために、一人ひとりの発達の状況等に応じた
特別支援教育を実施しています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

引き続き、特別支援教育に対する研鑽を
深めるため、教職員研修の実施や、保護
者啓発に努めます。

【令和２年度】
・実施

学
校
教
育
課
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

79

保
育
所
で
の
障
が
い
児
受
入

　市内保育所において、入所要件を満たす障
がい児の受入を行っています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

今後も継続して実施します。 【令和２年度】
・実施

子
育
て
福
祉
課

78

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
で
の
障
が
い
児
受
入

市内学童保育所において、学童入所要件を満
たす障がい児の受入を行っています。

【平成27年度】
・実施
【平成28年度】
・実施
【平成29年度】
・実施
【平成30年度】
・実施

今後も継続して実施します。 【令和２年度】
・実施

子
育
て
福
祉
課
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基本目標8 要保護児童への対応などきめ細かな取り組みの推進

主要課題(3)障がいや発達の遅れのある子どもへの支援の充実

③障がいをもつ子ども及びその家庭に対する支援

事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

80

障
害
児
通
所
支
援
事
業

・
児
童
発
達
支
援

・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

日常生活における基本的な動作の指導、知識
や技能の付与、集団生活への適応訓練等を行
います。また、就学している障がい児につい
て、放課後等に生活能力向上のために必要な
訓練、社会との交流の促進等を行います。

【平成27年度】
・児童発達支援　20人
・放課後等デイサービス　24人
【平成28年度】
・児童発達支援　22人
・放課後等デイサービス　35人
【平成29年度】
・児童発達支援　19人
・放課後等デイサービス　41人
【平成30年度】
・児童発達支援　20人
・放課後等デイサービス　63人

日常生活における基本的動作の指導、集
団生活への適応訓練を行います。また、
学校通学中の障がい児が、放課後や夏休
み等の長期休暇中において、生活能力向
上のための訓練等を継続的に提供し、社
会との交流の促進その他必要な支援を今
後も継続して実施します。

未就学児に対し、日常生活における基本的動作の指導、集団生活への
適応訓練を行うとともに、就学している障がい児が、放課後や夏休み
等に生活能力向上のために必要な訓練、社会との交流の促進等を行い
ました。
【令和２年度】
・児童発達支援　３２人
・放課後等デイサービス　８０人

子
育
て
福
祉
課

80

自
立
支
援
医
療

・
精
神
通
院
医
療

・
育
成
医
療

　精神疾患を理由として通院医療を受けてい
る人に対し、指定の医療機関で、該当する障
がいに関する医療を受けた場合に、医療費の
一部を公費負担する制度です。医療費の1割
が原則として自己負担ですが、所得に応じて
上限が決められています。
　申請窓口については、次のとおりです。

〇精神通院医療→市
〇育成医療　　→市
【平成27年度】
・精神通院医療　22人　・育成医療　３人
【平成28年度】
・精神通院医療　25人　・育成医療　３人
【平成29年度】
・精神通院医療　12人　・育成医療　３人
【平成30年度】
・精神通院医療　13人　・育成医療　２人

精神疾患を理由として通院医療を受けて
いる場合又は身体障がいを除去、軽減す
る手術等の治療によって確実に効果が期
待される場合に医療費の一部を公費負担
する支援を今後も継続して実施します。
精神通院医療の実施主体は県で市は窓口
業務を行っています。育成医療は市が実
施主体となっています。

精神に疾患のある人及び身体に障がいを有し治療することにより障が
いの進行を防いだり、障がいの軽減が可能である人の医療費に係る自
己負担の軽減を図りました。
【令和２年度】
・精神通院医療　１７人
・育成医療　４人

子
育
て
福
祉
課
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

81

補
装
具
給
付
事
業

　身体の障がいを補うための義肢、装具など
の補装具費（購入費、修理費）を支給する事
業です。負担額は、原則1割ですが、所得に
応じて一定の負担上限が設定されます。
　支給決定は、障がい児の保護者等の申請に
基づき市が行います。

【平成27年度】
・購入　１件
・修理　０件
【平成28年度】
・購入　4件
・修理　０件
【平成29年度】
・購入　３件
・修理　１件
【平成30年度】
・購入　１件
・修理　４件

自立活動することを目的として指定自立
支援医療機関等と連携し、障がい状況に
適合する補装具の購入・修理費の支給を
今後も継続して実施します。

身体の障がいを補うための補装具の購入及び修理費を支給しました。
【令和２年度】
・購入　６件
・修理　４件

子
育
て
福
祉
課

81

地
域
生
活
支
援
事
業

・
日
常
生
活
用
具
の
給
付
又
は
貸
与

障がい児が日常生活を送るうえで必要な生活
用具を給付（貸与）する事業です。負担額は
原則1割ですが、所得に応じた一定の負担上
限が設定されます。
　給付決定は、障がい児の保護者等からの申
請に基づき市が行います。

【平成27年度】
・紙おむつ　12件
・その他給付　2件
【平成28年度】
・紙おむつ　22件
・その他給付　1件
【平成29年度】
・紙おむつ　24件
・その他給付　1件
【平成30年度】
・紙おむつ　20件
・その他給付　0件

在宅の身体・精神・知的障がい者及び難
病患者に対して介護訓練支援用具等の給
付又は、貸与を行うことにより、日常生
活の便宜を図りその福祉の増進に資する
ことを目的とし事業を行っており、今後
も継続して実施します。

在宅の身体・精神・知的障がい児及び難病患者に対して介護訓練支援
用具等の給付又は、貸与を行いました。
【令和２年度】
・紙おむつ　１２件
・その他給付　３件

子
育
て
福
祉
課
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事業名 事業概要 目標 進捗状況 担当課 貢数

82

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

障がい福祉サービスについて必要な情報を提
供し、個々の相談に応じるなど、総合的な支
援を行っています。

【平成27年度】
・利用者数（延）　48人
【平成28年度】
・利用者数（延）　55人
【平成29年度】
・利用者数（延）　86人
【平成30年度】
・利用者数（延）　87人

障がいに応じた相談支援の充実と体制の
強化を図るため、平成２８年４月から２
市２町共同で直方市健康福祉課別館に設
置した、直鞍地区障がい者基幹相談支援
センター｢かのん｣において、障がい者と
その家族等の相談支援事業を行ってお
り、今後も継続して実施します。

これまでの相談支援体制を見直し、障がいに応じた相談支援の充実と
体制の強化を図るため、平成２８年４月から２市２町共同で直鞍地区
障がい者基幹相談支援センター｢かのん｣を直方市健康福祉課別館に設
置し、障がい児とその家族等の相談支援事業を実施しました。
【令和２年度】
・利用者数（延）　１２３人
・利用者実人員　３６人

子
育
て
福
祉
課

82

乳
幼
児
発
達
相
談

【
再
掲
】

2-1参照 健
康
福
祉
課
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